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府立千里青雲高等学校 

校 長  浅 尾  悦 司 

 

令和２年度 学校経営計画及び学校評価 

 
１ めざす学校像 

総合学科の特色を生かし、生涯を通じて学び続けることのできる学力を備え、社会に貢献し、豊かに人生を送ることのできる人材を育成する。 

１ 深い学び…思考力・判断力・表現力を育成し、知識を基に個々の学びを深めることのできる学校 

２ 進路実現…進路選択の基礎となる確かな学力の定着を図り、生涯にわたって学び続ける力を育成する学校 

３ 共生推進教室設置校…違いを認め合い「ともに学び、ともに育つ」学校、一人ひとりの存在が大切にされる学校 

４ 地域からの信頼…行きたい学校、行かせたい学校として地域から信頼される学校 

 

２ 中期的目標 

１ 自らの進路を切り開くことのできる確かな学力の育成 

（１）主体的・対話的で深い学びの実現をめざした授業を行う。 

・自ら授業力向上に努めるだけでなく、相互授業見学、公開授業、研究協議、研修等により、授業改善に努める。 

・ICTを活用した授業など各種工夫を取り入れた魅力ある授業をつくる。 

・新学習指導要領や高大接続改革の主旨に則り、多様な「学校設定科目」の開設などにより総合学科の強みを生かした教育課程の編成をおこなう。 

 ※学校教育自己診断生徒アンケート「興味関心を持って取り組むことができる授業が多い」（H29：58％、H30：69％、R１：72％）を 75％以上にする。 

（２）生徒の学びを支援する進路指導に係る各種取組みを実施する。 

・体験的な学びの充実等、進路について自ら考える機会をつくり、生徒の学びのモチベーションを高める。 

・補習や講習、進路ガイダンス等の充実により、満足する進路が実現できることをめざす。 

   ・家庭学習（授業外学習）に取り組む力の育成を図る。 

・英語資格試験、漢字検定などの資格取得を積極的に推進する。 

 ※学校教育自己診断生徒アンケート「自分が決めた進路に満足」（H29：84％、H30：87％、R１：88％）を 90％以上にする。 

※国公立大学、有名私立大学への進学実績の向上   

関関同立の合格者（H29：49 名、H30：20 名、R１：18 名）を 30 名以上、産近甲龍および四女子大（京都女子、同志社女子、武庫川女子、神戸女学

院）合格者（H30：91名、R１：77名）を 100名以上にする。 

２ 自尊感情、自己肯定感や探究心を育み、学びを深める教育活動の実践 

（１）学校行事や部活動を通じて主体性、協同性、コミュニケーション力など人間関係力の育成を図る。 

   ・共生推進教室の生徒と総合学科の生徒との交流の機会を持ち、インクルーシブ教育の推進を図る。 

   ・学校行事や部活動を生徒主体で運営することにより、自ら課題を発見し協働しながら解決していく力を育む。 

（２）ボランティア活動・地域交流への取組みを促し、自己肯定感を育む。 

（３）国際交流を推進し、国際的な視野を育み、異文化理解を深める。 

３ 安全で安心な学校づくり 

（１） 教職員が一枚岩となった生徒指導により、授業規律の確立、挨拶の励行、規範意識の醸成等をおこない、落ち着いた学校づくりを進める。 

（２） 校内美化・清掃の取組みを充実し、過ごしやすい学習環境を整える。 

（３）教育相談体制を充実させ、いじめ防止に取り組み、安心して学校生活が送れる環境を整える。 

（４）人権教育の充実を図り、一人ひとりの存在を大切にする学校づくりを進める。 

４ 学校の組織力向上及び学校の魅力の発信 

（１）学校の教育目標を共有し、チームとして学校の教育活動に取り組む組織作りを行う。 

・PDCAサイクルを活用し、学校課題の解決を図る。 

    ・研修の成果を共有し、教育課題及び Good Practice（学校改革に向けた他校の素晴らしい取組み）への理解を深める。 

  ・教職員の働き方改革に取り組み、教職員一人ひとりの意識改革を推進しながら、時間外勤務時間数の削減に努める。 

（２）学校の魅力の発信 

  ・学校説明会において、教職員及び生徒が協力して学校の魅力の発信に取り組む。 

・学校 Webページ、ブログ、広報資料等を活用して、学校の活動及び魅力が鮮明に伝わるように創意工夫、情報更新を行う。 

 ※学校説明会での中学生満足度（H29：90％、H30：90％、R１：92％）90％以上を維持する。  

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和２年 12 月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

＜学校生活＞ 

「１.学校へ行くのが楽しい」 生徒 76％・保護者 77％、「２.学校に信頼できる友達がい

る」 生徒 91％・保護者 89％、「21.クラスには話しやすい雰囲気がある」 生徒 78％、保

護者「13.学校の雰囲気がよく、生徒が生き生きとしている」82％の肯定であった。多少

の増減があるものの多くの生徒が、安心した高校生活を送っており、保護者も安心感を持

っていることがうかがえる。 

＜学習活動＞ 

「11.興味・関心、適性・進路希望に応じて選べる選択科目が多い」生徒 89％、「３.自分

の学力にあった授業が多い」生徒 84％、「５.実験、観察、実習など、体験的に学ぶ授業

や行事がある。」生徒 65％、「４.興味・関心を持って取り組むことのできる授業が多い」

生徒 72％、「７．授業では、自分の考えをまとめたり、話し合ったり、発表することがあ

る」生徒 79％、「９. 教え方に工夫をしている先生が多い。」生徒 75％（２年間で７ポイ

ントアップ）と学習に関する肯定率はほぼ全ての項目で増加した。授業改革に向けた教

員による授業の工夫や努力が成果として表れている嬉しい結果である。 

第１回（６/30） 

・高校生が地域へ出向く機会を少しでも多く作ってほしい。コミュニケーションの大切さを知

ったり動画作成などで力を発揮してもらったりすると自己有用感を育むことにもつながる。 

・兄弟がいる場合は、自宅に PC が１台しかなく、オンライン授業を同時に受けることができ

ない。スマホでは画面が小さすぎて長時間集中することが難しい。従来どおり紙媒体による

課題配付の方がありがたい。 

第２回（11/20） 

・ICT機器の活用にあたっては、どのソフトを使用するかによって効果の現れ方が異なってく

る。教科書選定と同様に、ソフトの検討もぜひお願いしたい。 

第３回（１/22） 

・自己有用感を育むことにもつながるためにも高校生が地域へ出向く機会を少しでも多く作

ることが大切である。その依頼をする場合の学校側の窓口を周知してもらいたい。 
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３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標  自己評価 

１ 

自
ら
の
進
路
を
切
り
開
く
こ
と
の
で
き
る 

確
か
な
学
力
の
育
成 

（１）主体的・対話的

で深い学びの実現

をめざした授業 

ア 授業研究委員会 

  を軸とした組織

的な授業改善 

 

 

イ ICT 機器を活用

した授業改革 

 

 

（２）生徒の学びを支

援する進路指導に

係る各種取組み 

ア 青雲道場の実施、

生活習慣および

学習習慣の定着 

 

イ 部活動との両立 

（１） 

ア・授業研究委員会を中心に、相互授業

見学、公開授業・研究協議等を通

して組織的な授業改善を図る。 

・総合学科の特色である少人数授業

を通し、主体的・対話的で深い学び、

思考力や課題解決能力の育成に向

けた授業改善をおこなう。 

イ・ICT機器を活用し、視覚的なアプロ

ーチを通したわかり易い授業を推

進する 

 

（２） 

ア・青雲道場（補習や講習、勉強合宿、

大勉強会、自習室など）を実施する。 

・学習課題の充実に加え、スマホ依存

への対策等により正しい生活習慣

を確立させることで、授業外学習の

定着を図る。 

イ・文武両道の学校創りに向け、部活動

と学習の両立を図る。 

（１） 

ア・主体的・対話的で深い学

びに向け、指導方法の工

夫・改善をおこなってい

る。80％（R１：76％） 

・思考力を重視した問題解

決的な学習指導を行なっ

ている。80％（R１：77％） 

イ・情報機器を教科の授業で

活用している。55％（R１：

49％） 

 

（２） 

ア・自習室・HR 教室での自習 

  60％（R１：57％） 

・家庭学習（授業外学習） 

１時間以上 50％（R１：

45％） 

イ・勉強と部活動の両立 

  70％（R１：68％） 

（１） 

ア・教員学校教育自己診断「主体的・対話的で深い学びに

向け、指導方法の工夫・改善をおこなっている。」79％

で３ポイント上昇。ほぼ達成できた。目標達成とはな

らなかったが確実に職員の意識は高まっている。（○） 

・教員学校教育自己診断「「思考力を重視した問題解決

的な学習指導を行なっている。」84％で７ポイント上

昇。                    （◎） 

イ・教員学校教育自己診断「「情報機器を教科の授業で活用

している。」64％で 15ポイント上昇。全普通教室への

プロジェクター及びスクリーン設置による利便性と

教員の授業改善意識の向上の結果といえる。  （◎） 

（２） 

ア ・生徒学校教育自己診断「自習室・HR 教室での自習」

52％で５ポイント減。家庭学習時間が増加した結果と

考えられる。                （△） 

・生徒学校教育自己診断「家庭学習（授業外学習）１時

間以上」51％で６ポイント上昇。       （◎） 

イ・生徒学校教育自己診断「勉強と部活動の両立」64％で

４ポイント減。部活加入率上昇は望ましいことだが学

習との両立を今後の課題としたい。      （△） 

２ 

自
尊
感
情
、
自
己
肯
定
感
や
探
究
心
を 

 

育
み
、
学
び
を
深
め
る
教
育
活
動
の
実
践 

（１）人間関係力の育

成を図る 

ア 部活動 

 

イ 学校行事 

 

 

 

ウ コミュニケーシ

ョン力の育成 

 

 

 

 

（２）自己肯定感の育み 

ア  ボランティア

活動・地域交流 

 

 

 

（３）国際交流の推進 

ア  国際交流の推

進 

（１） 

ア・新入生に説明会を実施し部活動の加

入を推進し、人間関係を築く力を育て

る。 

イ・学校行事において、主体性の育成を

重点におきながら、生徒の満足度を

高める。 

 

ウ・授業等を通じて、自らの考えをまと

めたり、わかり易く伝えたりする力

を育成する。 

 

 

 

（２） 

ア・部活動および個人参加も含め、ボラ

ンティア活動への参加や地元中学校

との連携事業、さらに地域行事等に

おける交流を積極的に推進する。 

 

（３） 

ア・国際交流企画として AFS 日本協会と

連携した留学生との交流をおこな

い、国際理解教育を推進する。 

（１） 

ア・部活動加入率：80％台維

持（R１：81％） 

 

イ・行事が楽しい 80％（R１：

72％） 

 

 

ウ・生徒学校教育自己診断「授

業では、自分の考えをまと

めたり、発表したりするこ

とがある。」75％以上（R１：

74％） 

 

（２） 

ア・ボランティア活動参加生

徒 50 名以上（R１：46名） 

 ・部活動を通じた中学校や

地域等との交流 45 回以

上（R１：40 回）  

（３） 

ア・交流事業参加生徒 20名 

（R１：17名） 

（１） 

ア・部活動加入率：86％で５ポイント上昇。     （◎） 

 

 

イ・生徒学校教育自己診断「行事が楽しい」60％で 12 ポ

イント減。コロナ禍により体育祭は中止、文化祭は部

活動や有志の発表のみとなったことが大幅減の原因

といえる。                 （―） 

ウ・生徒学校教育自己診断「授業では、自分の考えをまと

めたり、発表したりすることがある。」79％で５ポイン

ト上昇。教員向け自己診断「主体的・対話的で深い学

びに向けた指導方法の工夫・改善」が３ポイント上昇

し 79％という結果と呼応しており教員の意識が向上

した結果といえる。            （◎） 

（２） 

ア・ボランティア活動参加生徒が 95 名。部活動単位での

活動によるもので大幅に増えた。       （◎） 

 ・コロナ禍のため部活動を通じた中学校や地域等との交

流は 30回しか実施できなかった。      （―） 

 

（３） 

ア・コロナ禍で交流は実施できなかったが来年度、新規事

業としてWeb会議システムによる国際交流を実施した

い。                        (―） 

３ 

安
全
で
安
心
な
学
校
づ
く
り 

（１）生徒指導、遅刻

指導、仲間づく

り、過ごしやす

い学習環境 

ア 生徒指導・遅刻指

導・挨拶の励行 

 

 

 

イ 生徒間の信頼関

係 

 

 

 

 

 

ウ 学習環境の整備 

 

 

（２）教育相談体制の

充実 

ア 学校全体での取組み 

 

（３）人権教育の充実 

ア  人権研修 

（１） 

ア・学年団と生徒指導部が中心となり、

朝の立ち番や担任による個別指導な

どを通して学校全体で遅刻数の減少

を図る。 

 ・挨拶習慣醸成のため、教員から生徒

への挨拶を励行する。 

・生徒の内面に切り込む、説得と納得

を軸とした生徒指導を構築する。 

イ・１年次生で仲間づくり研修を実施し

て生徒間の信頼関係の構築を図る。 

 

 

 

 

 

ウ・校内の設備・備品を整備し、過ごし

やすい学習環境をつくる。 

 

（２） 

ア・生徒情報の共有化を図り、学校全体

で取り組む。 

 

 

（３） 

ア・教職員、生徒対象の人権研修を実施

し、対応力の充実を図る。 

 

 

イ・保護者と人権課題を共有するための

取り組みをおこなう。 

（１） 

ア・遅刻者数 1000名未満維持 

（R１：1230 名） 

・先生の指導に納得 50％ 

（R１：45％） 

 

 

 

 

イ・生徒学校教育自己診断「信

頼できる友だちがいる。」

90％以上（R１：93％）「ク

ラスに話しやすい雰囲気

がある。」85％（R１：84％） 

 

 

ウ・生徒学校教育自己診断「施

設・設備に満足している。」

55％（R１：51％） 

（２） 

ア・生徒情報の共有化を図り 

チームで対応 90％以上 

（R１：86％） 

 

（３） 

ア・教職員学校教育自己診断

「人権課題に対して教

職員で話し合ってい

る。」65％（R１：56％） 

イ・教員保護者合同研修の開

催 

（１） 

ア・遅刻者数 1,807名で大幅に増えた。生徒の心に訴える

指導を継続して実施し減少をめざす。（△） 

 ・生徒学校教育自己診断「先生の指導に納得」52％で７ 

ポイント上昇。今後も粘り強い指導を継続しさらに向

上をめざす。                （◎） 

 

 

 

イ・生徒学校教育自己診断「信頼できる友だちがいる。」

91％で２ポイント減少したが依然高い数値を維持で

きている。                 （○） 

・生徒学校教育自己診断「クラスに話しやすい雰囲気が

ある。」78％で６ポイント減。コロナ禍で遠足等の学

校行事の中止や内容変更により生徒同士の交流機会

が減少したことが影響したといえる。     （―）      

ウ・生徒学校教育自己診断「施設・設備に満足している。」

49％で２ポイント減。施設老朽化による課題の解決が

必要といえる。               （△） 

（２） 

ア・教員学校教育自己診断「生徒情報の共有化を図りチー

ムで対応」87％で１ポイント上昇。コロナ禍のため予

定以上の情報共有ができた。引き続き、職員会議等で

組織的に対応していく。           （○） 

（３） 

ア・教職員学校教育自己診断「人権課題に対して教職員で

話し合っている。」66％で 10 ポイント上昇。大幅に上

昇した。さらに向上をめざす。        （◎） 

 

イ・生徒・教員・保護者合同で SNS をテーマとした人権研

修を開催できた。                           （○） 
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４ 

学
校
の
組
織
力
の
向
上
及
び 

学
校
の
魅
力
の
発
信 

（１）チームとして学

校の教育活動に取

り組む組織作り 

ア・研修成果や教育 

課題の共有 

・教員集団のチー

ムワーク向上 

イ 働き方改革 

 ・会議の効率化 

 ・部活動顧問の負担

軽減 

 ・ノー残業デーの推

進 

 

ウ 組織改善に向け

た保護者アンケ

ートの充実 

 

（２）学校の魅力の発信 

ア 学校説明会 

 

 

 

 

イ  学校Webページ・ブ

ログ・広報資料 

（１） 

ア・研修の成果や教育課題、 Good 

Practice を共有する機会やミー

ティングを設け、話題にすること

により、チームとして教育活動に

取り組む組織をめざす。 

 

イ・「会議１時間以内」を組織の統一指

針とし、効率的な進行に向けた工夫

を推進する。 

 ・部活動顧問業務量の平準化推進やノ

ー残業デーの徹底など、様々な取り

組みを通して、全教員の月平均超過

勤務時間 40 時間以下をめざす。 

ウ・学校教育活動に対する保護者の関心

を高めるとともに、趣旨や意義をし

っかりと説明し、学校教育診断の回

収率を高める。 

（２） 

ア・教職員及び生徒がともに、学校の魅

力づくりを意識して行動する。学校

説明会において、教職員及び生徒が

協力して学校の魅力の発信に取り

組む。 

イ・学校 Webページ、ブログ、広報資料

をこまめに更新して、学校の活動及

び魅力を鮮明に伝える。 

（１） 

ア・研修報告の成果の共有

85％以上維持（R１：86％） 

・教職員学校教育自己診断

「教育活動について、日

常的に話し合っている」

80％以上（R１：81％） 

イ・「各種会議が効率的に行

なわれるよう工夫され

ている」70％以上（新規

項目） 

 ・月ごとの超過勤務時間の

年度平均 40 時間以下 

ウ・保護者学校教育自己診断

の回収率 50％以上 

（R１:46％） 

 

 

（２） 

ア・学校説明会に参加した中

学生対象に実施するアン

ケートの満足度 90％維

持（R１：92％） 

イ・ブログ（学年、部活動、青 

雲道場、校長）の更新 400

回以上を保持（R１年度

約 428回） 

（１） 

ア・教員学校教育自己診断「研修報告の成果の共有」81％

で５ポイント減。来年度は機会を増やしたい。 （△） 

・教職員学校教育自己診断「教育活動について、日常的

に話し合っている」84％で３ポイント上昇。  （○） 

 

 

イ・教員学校教育自己診断「「各種会議が効率的に行なわれ

るよう工夫されている」64％。さらに効率化し目標達

成したい。                 （△） 

 ・月ごとの超過勤務時間の年度平均 33時間 47 分 （◎） 

 

 

ウ・保護者学校教育自己診断の回収率 69％で 23 ポイント

上昇。大幅に上昇した。           （◎） 

 

 

 

（２） 

ア・学校説明会に参加した中学生対象に実施するアンケー

トの満足度 91％で１ポイント減となったが依然高い

水準を維持できている。           （○） 

 

イ・ブ  イ・ブログ（学年、部活動、青雲道場、校長）更新 422 回

で目標を達成した。上記に加え今年度新たに図書ブロ

グを新設した。               （○） 

 


